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金
滞
官
瞭
志
巻
二
十

州
宮
臨
海
一
即
固
朝
疋
中
元
年
也
，
筏
抵
品
開
州
二
官
a
観
笹
山
和
倫
-
一
式

ぺ
後
至
a
加
州
河
内
庄
吉
野
郷
吋
愛
E

其
峰
鳩
山
幽
寂
箱
=
安
締
↓
一
縛
v
茄
而

居
鷲
.
未
v
幾
参
徒
届
来
.
士
民
子
衆
@
就
=
ま
ハ
地
-
以
替
=
紺
字
↓
一
途
名
-
-
泉

山
-
田
昌
獅
子
↓
寺
田
昌
紙
陀
吋
竣
v
エ
日
迎
篤
-
陶
法
↓
明
峰
以
-
-
衣
偏
-
胎
v
之・

晩
年
退
蹄
昌
肥
後
二
臆
晶
子
鳳
儀
山
一
即
今
之
霊
能
寺
是
也
云
々
。
と
以

上
今
要
文
を
摘
す
る
の
み
。
本
朝
高
借
停
に
は
、
省
=
説
明
蜂
於
大
衆
4

嗣
a
澗
上
法
月
入
国
鳳
嵐
山
刊
一
番
不
v
下
v
山
者
4

殆
需
昌
二
紀
↓
因
有
v
偶
回
d

州
昼
皐
丁
二
十
年
a

朱
v
持
昌
一
釜
-
笠
剛
人
煙
a
，
千
林
呆
熱
指
ν
盤
拾
。
食
罷

渓
縫
枕
v

石
眼
。
四
衆
蹄
縮
問
。
土
木
興
作
。
焼
=
紙
陀
寺
↓
と
あ
り
。
共
の

吉
野
た
る
寺
桂
は
‘
鶴
来
の
臭
に
て
能
く
世
人
の
知
る
所
・
た
り
。
吉

野
十
境
と
て
紙
陀
寺
の
寺
跡
怠
る
吉
野
村
の
近
謹
に
あ
り
。
共
の
作

詩
は
大
智
偶
綴
と
稽
し
‘
世
に
流
布
し
、
雲
水
行
脚
の
旗
借
と
い
へ

ど
も
携
へ
ざ
る
怠
き
に
て
も
、
締
師
の
美
名
世
に
轟
く
を
知
る
べ

し
。
闘
に
去
ふ
。
一
番
花
、
大
衆
寺
中
興
月
舟
和
備
の
法
嗣
市
山
和

倫
は
‘
共
の
初
め
金
滞
紙
陀
寺
に
て
得
度
す
。
子
v
時
僅
六
歳
、
名
を
寓

十
と
呼
べ
り
。
或
時
祇
陀
寺
へ
来
客
あ
り
て
、
茶
菓
子
に
鰻
頭
を
出

す
。
客
取
っ
て
小
借
に
奥
へ
け
る
に
‘
共
の
坐
に
て
食
す
。
月
舟
和

尚
之
を
見
て
、
設
高
十
鰻
頭
を
食
ふ
は
如
何
と
戯
言
す
。
小
借
答
へ

も
の
、
此
の
地
減
骨
骨
に
祈
願
す
る
に
、
必
・
予
鍵
異
あ
り
と
て
参
諾
す

る
人
多
く
、
平
癒
す
る
時
報
饗
と
し
て
、
粥
餅
を
手
向
く
る
な
ら
は

し
な
り
と
い
へ
り
。

。
十

屋

此
の
地
は
野
間
寺
町
の
町
端
に
て
‘
共
の
初
め
泉
野
新
村
の
村
地
を

ぽ
相
針
諒
地
と
・
悲
し
、
茶
底
を
開
か
ん
が
矯
め
町
家
を
建
て
た
り
。
其

の
戸
数
十
一
軒
た
り
し
ゅ
ゑ
、
十
一
屋
と
呼
ぴ
た
り
し
が
、
後
退
々

増
加
し
て
家
屋
連
携
す
れ
ど
、
倫
十
一
屋
と
呼
ぺ
り
。
文
政
四
年
二

月
郡
地
の
ナ
所
、
金
津
町
奉
行
の
支
配
と
成
り
し
時
、
白
永
野
村
領
町

峨
十
六
軒
之
聞
は
十
一
屋
と
可
v
唱
と
あ
り
。
是
町
名
を
十
一
屋
と
稀

す
る
起
原
也
。
但
し
十
一
屋
の
名
は
、
此
の
時
始
り
た
る
に
あ
ら
宇
。

渇
に
以
前
よ
り
の
俗
mm
也
。
今
は
野
間
寺
町
に
属
せ
り
。

。
十
-
屋
村

此
の
村
落
は
、
奮
藩
中
の
村
名
艇
に
‘
泉
野
+
一
屋
村
と
あ
り
。
或

は
泉
野
新
百
姓
と
も
記
載
す
。
諸
問
停
に
一
宮
ふ
。
昔
泉
野
村
の
農
民
出

作
り
小
屋
を
建
て
、
此
の
地
越
を
開
墾
せ
し
に
、
遂
に
一
村
の
如
〈

成
り
た
り
。
故
に
泉
野
新
百
姓
と
稀
す
。
然
る
に
共
の
戸
数
十
一
軒

た
り
し
を
以
て
十
一
屋
と
呼
ぺ
り
。
十
一
屋
の
名
は
、
此
の
村
家
よ

金
揮
官
蹟
志
巻
二
十

五，、

て
大
魚
容
a
小
魚
-
の
穏
を
以
て
す
。
客
共
の
幼
稚
に
し
て
頓
機
を
感

宇
と
あ
り
。
今
按
占
ず
る
に
‘
此
は
大
智
締
師
の
事
を
過
聞
せ
し
も
の

・
な
る
べ
し
。

。
祇
陀
寺
浬
鍵
像

此
の
霊
像
は
、
穫
だ
古
霊
に
て
、
北
殿
司
の
筆
跡
危
り
と
い
へ
り
。

元
と
白
山
比
博
一
柳
枇
の
什
物
に
て
、
往
古
白
山
寺
繁
昌
せ
し
頃
の
遺

品
な
り
と
。
湿
鍵
像
は
、
ニ
水
飽
に
、
享
線
三
年
二
月
十
五
日
午
前
。

詣
=
御
盤
枇
吋
中
院
同
道
也
。
鵠
嗣
a
報
恩
寺
-
純
一
=
湿
鍵
像
-
了
。
と
も
あ
り

て
、
往
古
よ
り
二
月
十
五
日
諸
人
民
奔
せ
し
む
る
習
俗
た
り
け
ん
。

白
山
に
て
従
前
は
毎
年
二
月
十
五
日
此
の
浬
撲
像
を
展
し
け
る
ゆ

ゑ
、
是
を
見
ん
と
て
参
詩
人
甚
だ
群
を
・
な
し
た
り
。
然
る
底
明
治
二

年
紳
働
混
論
御
陵
止
に
付
き
、
此
の
霊
像
を
ば
奮
藩
枇
寺
方
へ
引
揚

げ
、
祇
陀
寺
は
無
償
の
寺
お
る
に
よ
り
、
寺
産
の
助
成
と
も
可
ν
成
と

・
て
渡
さ
れ
、
是
よ
り
営
寺
の
什
物
と
は
成
り
た
り
。

ハ
副
代
以

。
祇
院
寺
地
綴
堂

此
の
地
磁
菩
麓
の
石
像
は
、
一
元
と
野
田
往
還
た
る
大
衆
寺
別
れ
道
の

路
傍
に
あ
り
し
を
、
近
世
祇
陀
寺
の
境
内
へ
移
し
た
り
。
俗
停
に
云

ふ
。
此
の
地
裁
は
霊
験
殊
に
あ
ら
た
也
。
且
小
児
等
の
頭
癒
を
病
む

り
濫
筋
す
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
十
一
屋
村
の
名
は
、
改
作
所
奮

飽
に
戦
せ
た
る
高
治
二
年
九
月
改
作
事
行
の
建
替
に
、
石
川
郡
十
一

屋
村
と
見
b
‘
延
費
六
年
金
海
廻
畠
地
取
調
書
に
も
十
一
屋
と
載
せ

た
り
。
亀
尾
記
に
、
十
一
屋
と
い
ふ
は
白
熱
野
村
の
支
村
た
れ
ど
も
、

今
は
一
村
建
と
な
る
。
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
民
、
高
治
二
年
の
建
替

等
に
、
既
に
十
一
屋
村
と
載
せ
た
る
を
見
れ
ば
、
一
村
建
と
な
り
た

る
も
古
き
事
に
て
、
説
近
の
事
に
非
・
?
と
聞
ゆ
。
倫
遁
考
す
ぺ
し
。

。
+
一
問
屋
竹
林

改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
高
治
二
年
九
月
改
作
奉
行
の
建
寄
K
.
竹

薮
村
々
と
て
事
げ
た
る
石
川
・
河
北
雨
郡
の
村
落
中
に
、
十
一
屋
村
・

泉
村
と
記
載
し
‘
右
山
奉
行
由
比
勘
兵
衛
よ
り
被
昌
申
越
一
如
a
例
年
-
竹

巻
申
付
云
々
。
と
見
b
、
同
三
年
十
月
向
比
勘
兵
衛
の
書
簡
に
、
石

川
郡
泉
野
十
一
屋
御
林
竹
薮
と
て
、
石
川
郡
八
ク
所
御
林
竹
叢
の
一

ナ
所
な
る
よ
し
記
載
す
れ
ば
‘
十
一
屋
の
竹
林
は
、
往
古
よ
り
審
の

竹
識
な
り
し
事
知
る
ぺ
し
。
待
問
鳳
卿
の
橋
尚
文
稿
に
、
箇
繕
叢
散
a

在
石
川
郡
中
-
者
。
凡
三
十
七
所
。
共
大
者
自
然
村
御
林
一
疋
ぺ
毎
年
治
=
中

射
士
一
伐
昌
採
数
千
斡
吋
・
衰
康
相
時
吾
恐
後
人
乏
'
用
。
兵
政
長
官
主

注
昌
意
予
此
-
云
々
。
と
い
へ
り
。
右
御
林
の
竹
と
い
ふ
は
‘
箆
竹
を
い

五
七
.




